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失敗事例のタイトル  
SUS304反応塔のアンダーデポジット腐食 

一次原因（材料要素）  
局部腐食、デポジット腐食	
 

堆積物下腐食	
 付着物腐

食 
機種  
充填塔式反応塔 

部品  
本体下部 

材料	
 オーステナイ

ト系ステンレス鋼 
SUS304 

概略の寸法  

損傷発生時の状況  
  環境温度 100～130℃,  内容物中には Cl－が数 ppm含まれる SUS304 製反応塔である。使用開始後１年で、
下部の胴板と鏡板との境界から漏れを生じている。 

調査内容とその結果  
	
 漏洩が生じた個所の周りには、多数の直径約１mmの付着物が見られ(図 1)、その下部に小さい孔食が発生し
ていて、SCCもそれら孔食を起点として発生していた(図 2)。付着物は反応に用いられる触媒が付着したのもで
ある。たまたま溶接熱影響部に付着物が多く付着したことが、漏洩を早めたとも考えられる。 

損傷発生のシナリオ  
	
 まず、① 触媒等の固形物が塔底に沈殿付着し、② 付着物下で Cl－が濃縮して孔食を発生させ、③ 溶接によ
る残留応力の影響とともに、④ 溶接熱影響部における Cr 炭化物の析出に伴う粒界腐食感受性の増大、によっ
て反応塔塔底の溶接部付近に SCCを生じさせた。 

対策（損傷発生時にとられた対策あるいは現在とるべきと考えられる対策）  
材質を SUS304 から SUS316Lにグレードアップしたが、問題解決に至らず、結局 Tiに材質変更した。 
 

教訓  
  設備管理上プロセス内において、触媒等の物質の付着が起こらないかどうかを予め検討しておく必要があっ
た。材質を SUS304 から SUS316Lにグレードアップしたが、問題解決に至らなかったことで、時間的にもま
た費用的にも大きな経済的損失を招いた。 

備考  

失敗の主要因  誰が判断した結果生じた失敗と考えられるか  
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